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TLR/Wntシグナルを標的にした肺線維症・
肺がんに対する新規ペプチド開発
医学系研究科　健康発達医学寄附講座、神経内科学

特許

論文

参考URL

キーワード RANKL、TLR、R-spondin、Wnt、肺線維症、がん、脳梗塞

http://www.cgt.med.osaka-u.ac.jp/vme/index.html

　日本人の死亡原因のトップは癌であり、従来、癌
に対しては、外科手術、薬物療法、放射線治療の三
大療法が中心であったが、近年、低侵襲で副作用が
少なく、低コストでありながら効果が大きい光学力
線療法が注目を集めている。光学力線療法では、あ
らかじめ光増感剤を患者の体内に導入したうえで、
光照射を行い、発生した活性酸素によって癌細胞
を死滅させるが、本研究では、生体深部における光
線力学療法の実現を志向し、優れた光吸収特性と
活性酸素発生能を有する増感剤の開発に成功し
た。活性酸素発生を抑制する主な原因と考えられ
ている光増感剤の分子間衝突を抑制するために、
光捕集分子および環状オリゴ糖であるシクロデキ
ストリンを複合した分子集合体を構築した結果、活
性酸素の発生効率は劇的に増加することを明らか
にした。特定の分子の組み合わせで、分子間衝突の
抑制が顕著に抑制され、活性酸素発生を向上させ
ることが可能であることを実証した。

工学研究科　応用化学専攻
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光捕集補助型の光線力学療法用
光増感剤の開発

特許

論文

参考URL

キーワード 光学力線療法（PDT）、癌治療、光増感剤、活性酸素、シクロデキストリン

http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/̃kida-lab/

出願済

研究の概要

　炎症の制御は脳梗塞および自己免疫疾患の治療にとって
重要です。我々は、RANKLの部分ペプチドMHP1がTLR炎症を
抑制することを見いだし、脳梗塞、乾癬、多発性硬化症、LPS急
性肺傷害モデルにおける治療効果を報告しました。一方で、
新たにRspondin/Wntシグナルの抑制作用ならびにTGFβシグ
ナルの抑制効果があることを発見し、ブレオマイシンによる
皮膚硬化症・肺線維症モデル、肺がんモデルでの治療効果を
見いだしています。このペプチドは破骨前駆細胞の分化促進
作用はなく、RANKLによる破骨前駆細胞分化を抑制する作用
も有しています。なお、本ペプチドは水溶性であり、静注によ
る血中半減期はサルで79.4分と血中でも安定しています。

研究の概要

　従来使用されてきた光増感剤と光捕集分子を組み
合わせることで優れた活性酸素発生能を有するナノ
粒子が構築できることを見出した。既存の光増感剤よ
りも短時間かつ低強度の光照射で良好な疾病治療
が可能となる可能性がある。使用する原料化合物は
食用添加物にも使用されており、安価に入手すること
ができるという点でコスト面も非常に魅力的である。

社会実装に向けた将来展望

　物質特許（脳梗塞）と用途特許（乾癬、多発性硬化症、線維
症・がん）を取得あるいはPCT出願中です。前者については、
日・米・豪・加で取得、EU（英）にて各国移行、後者については、
乾癬は日で取得、米・EU(英)にて各国移行、その他はPCT出願
中です。様々な疾患への応用の可能性がありますので、企業
との共同研究を希望しています。

社会実装に向けた将来展望
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